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鑑
み
、
環
境
対
策
を
考
慮
し
た

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
Ｇ

Ｄ
Ｐ｣

が
発
表
さ
れ
た
環
境
と

経
済
の
関
係
が｢

見
え
る
化｣

さ

れ
る
期
待
は
高
い
も
の
の
、
自

然
資
源
を
如
何
に
貨
幣
価
値
に

換
算
す
る
か
な
ど
、
乗
り
越
え

た
い
幾
つ
か
の
課
題
も
あ
る
。

ま
た
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
相
関
が
高

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
「
人
工
衛
星
で
観
測
さ

れ
る
夜
間
光
の
強
さ
」
に
関
す

る
研
究
が
、
世
界
銀
行
な
ど
で

現
在
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
も
注
目
し
た
い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

と
夜
間
光
の
強
さ
の
関
係
を
調

べ
る
研
究
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ロ

フ
ト
氏
に
よ
る
１
９
７
８
年
の

著
作
ま
で
遡
る
が
、
発
展
途
上

国
ほ
ど
非
公
式
な
取
引
が
多
く

な
り
、
統
計
を
取
る
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
も
整
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
代
理
と
し
て
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

主
観
的
指
標
の
整
備
が
進
む

一
方
で
、
既
存
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
発

展
さ
せ
る
取
り
組
み
も
進
ん
で

お
り
、
今
後
も
な
お
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

よ
う
に
私
は
考
え
て
い
る
。

性
が
あ
る
が
、
近
年
は
個
々
人

の
幸
福
度
を
指
標
化
す
る
こ
と

に
注
目
が
集
ま
っ
て
き
て
い

る
。
国
連
の
機
関
で
あ
る
「
持

続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｎ
）
が
12
年
か
ら
毎
年
発
表

し
て
い
る
「
世
界
幸
福
度
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
は
、
健
康
寿
命
な

ど
の
客
観
的
指
標
と
「
人
生
の

選
択
に
お
け
る
自
由
度
」
「
他

者
へ
の
寛
容
さ
」
「
国
へ
の
信

頼
度
」
と
い
っ
た
主
観
的
指
標

を
総
合
し
て
各
国
の
幸
福
度
を

ス
コ
ア
化
し
て
い
る
。
個
々
人

が
主
観
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
す
る
た
め
「
謙
虚
な
心
が
あ

る
国
柄
だ
か
ら
こ
そ
、
幸
福
度

か
高
い
」
「
謙
虚
に
回
答
す
る

か
ら
低
め
の
ス
コ
ア
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
よ
う
に
結
果
の
解
釈
も
主
観

的
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
個
々
人
の
幸
福

度
へ
の
注
目
が
増
え
て
き
て
い

る
一
方
で
、
22
年
８
月
に
先
述

の
経
済
社
会
総
研
か
ら
は
、
経

済
活
動
の
環
境
へ
の
影
響
を
Ｇ

Ｄ
Ｐ
に
反
映
さ
せ
る
研
究
や
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を

が
、
生
産
面
か
ら
見
て
も
、
分

配
（
所
得
）
面
か
ら
見
て
も
、

支
出
面
か
ら
見
て
も
、
同
じ
値

に
な
る
」
こ
と
を
示
す
言
葉
が

あ
る
。
付
加
価
値
の
合
計
で
あ

る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
分
は
、
家
計
（
消
費

や
貯
蓄
を
す
る
世
帯
）
と
企
業

と
政
府
に
分
配
さ
れ
、
こ
の
金

額
価
値
は
「
分
配
面
か
ら
見
た

Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
（
国
内
総
所
得
）
と

も
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
得
た

お
金
を
使
う
と
い
う
「
支
出
面

か
ら
見
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
（
国
内
総

支
出
）
は
、
民
間
消
費
（
個
人

消
費
）
と
民
間
投
資
（
企
業
に

よ
る
設
備
投
資
）
と
政
府
支
出

と
純
輸
出
（
輸
出
か
ら
輸
入
を

引
い
た
金
額
）
の
項
目
で
構
成

さ
れ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
「
生
産
」

が
含
ま
れ
る
言
葉
で
あ
り
な
が

ら
、
実
際
に
は
冒
頭
で
見
た
よ

う
に
、
民
間
消
費
（
個
人
消

費
）
や
民
間
投
資
（
企
業
に
よ

る
設
備
投
資
）
と
い
っ
た
「
支

出
面
か
ら
見
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
（
国

内
総
支
出
）
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
、
１
国
の
景
気
動
向
を
示
す

指
標
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

国
の
景
気
は
、
国
の
豊
か
さ

と
何
ら
か
関
係
し
て
い
る
可
能

に
成
長
を
遂
げ
た
主
な
要
因
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
。

普
段
よ
く
見
聞
き
す
る
こ
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
は
、

一
定
期
間
（
通
常
１
年
間
）
内

に
国
内
で
生
み
出
さ
れ
た
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
の
総

額
で
あ
る
。
付
加
価
値
と
は
、

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
生
産
さ
れ

た
額
か
ら
中
間
投
入
に
か
か
っ

た
額
を
引
い
た
も
の
で
あ
り
、

つ
ま
り
は
純
粋
に
生
み
出
さ
れ

た
金
額
価
値
の
こ
と
を
指
す
。

マ
ク
ロ
経
済
学
に
は
「
三
面
等

価
の
原
則
」
と
い
う
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ

「
２
０
２
２
年
暦
年
（
22
年

１
～
12
月
）
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
は
プ
ラ
ス
１
・
１
％
」

と
、
先
月
14
日
に
内
閣
府
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
経
済
社
会

総
合
研
究
所
よ
り
１
次
速
報
値

が
発
表
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
20
年
に
マ

イ
ナ
ス
４
・
５
％
と
大
幅
に
落

ち
込
ん
だ
反
動
で
プ
ラ
ス
２
・

１
％
の
成
長
率
と
な
っ
た
21
年

に
比
べ
る
と
伸
び
は
鈍
化
し
た

が
、
個
人
消
費
が
２
・
１
％
増

え
た
り
、
設
備
投
資
が
１
・
８

％
増
え
た
り
し
た
こ
と
は
22
年



ＧＤＰを再考する
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